
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和７年３月１日 ０６時００分頃 

発生場所 静岡県松崎町松崎港西方沖 

 松崎港西防波堤灯台から真方位２７０°４.３海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°４５.３′ 東経１３８°４１.０′） 

事故の概要  漁船滋
じ

愛
あい

丸は、漂泊中、甲板室上部から火災が発生した。 

 滋愛丸は、甲板室等に焼損を生じて沈没した。 

事故調査の経過  令和７年３月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

 原因関係者からの意見聴取は、本人がその後に死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 滋愛丸、１４トン 

ＳＯ２－５１５２（漁船登録番号）、個人所有 

 １７.１８ｍ（Lr）×３.９１ｍ×１.４７ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、船内機、漁船法馬力数１５０、平成元年７月 

４サイクル、回転数毎分１,９００、６気筒、ボア１５０mm、使用

燃料Ａ重油、機関製造年月不詳 

（写真１、写真２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗組員等に関する情報 船長 ７４歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

       

写真１ 本船左舷後部（漁協提供）       写真２ 本船左舷船首部（漁協提供） 

※両写真ともに本事故前に撮影 
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  免許登録日 平成４年８月１２日 

  免許証交付日 令和３年８月１３日 

         （令和９年８月１１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 甲板室、機関室等に焼損（全焼） 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：波向 東、波高 約０.５ｍ 

日出時刻：０６時１６分頃 

 事故の経過 

 

 本船は、船長ほか甲板員３人（以下「甲板員Ａ」、「甲板員Ｂ」、「甲

板員Ｃ」という。）が乗り組み、令和７年３月１日０３時００分頃底

引き網漁の操業を行う目的で静岡県沼津市戸田
へ だ

漁港を出港し、０５時

００分頃松崎港西方沖の漁場に到着した。主機のクラッチを中立位置

として機関回転数を毎分４６０とした後、操業開始時刻である日出ま

で待機することとした。 

船長は、甲板員Ａと共に操舵室で見張りに当たり、甲板員Ｂ及び甲

板員Ｃは操舵室船尾側居住区画（以下「本件居住区画」という。）で

仮眠していた。 

船長は、０６時００分頃、機関室から主機及び発電機関用煙突（以

下「煙突」という。）が本件居住区画の天井を貫通する部分（以下

「貫通部」という。）付近から黒煙及び炎が上がっているのを認め

た。 

（図１、図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 操舵室、本件居住区画及び機関室出入口 

 

貫通部 

（黒煙及び炎の発生場所） 

機関室出入口 

煙突 

操舵室左舷出入口 

本件居住区画 
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船長は、すぐに本件居住区画にいた甲板員Ｂ及び甲板員Ｃに声を掛

けて起こし、火災が発生したことを伝えて後部甲板に避難させた。 

船長は、甲板員Ａと共に操舵室に設置していた持運び式粉末消火器

で消火を開始し、また、機関室に入って火災が広がっていないことを

確認し、漁で使用する散水ポンプを始動して後部甲板から火元に向 

かって射水する消火作業を行った。 

船長は、甲板員Ａと共に消火作業を続けたものの火勢が収まらず、

０６時０７分頃携帯電話で本事故の発生を１１８番通報して救助を要

請した。 

船長及び甲板員３人は、０６時１５分頃付近を航行していた僚船に

よって救助され、戸田漁港に搬送された。 

本船は、巡視船及び巡視艇によって消火活動が行われたものの、 

０９時５９分頃事故発生場所付近で沈没した。（図３参照） 
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図２ 船体及び機関室の概略 
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（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

その他の事項 

 

(1) 本船に関する情報 

① 本事故当時、船齢が約３６年であり、船長が中古で購入して

から１５、１６年を経過していた。 

② 主機排気管及び発電機原動機排気管は、機関室から機関室上

部に立ち上がった後に船首側にある本件居住区画に導かれ、そ

の区画から立ち上がって甲板を貫通し、暴露部の煙突に接続し

ていた。 

(2) 機関設備の点検及び整備に関する情報 

① 船長は、本船購入後１年ごとに主機及び発電機の点検整備を

機関修理業者に委託していた。本事故当日、主機の運転状態に

異状はなく、冷却水温度過高、潤滑油圧力低下等の異常警報は

発生していなかった。 

② 船長は、煙突のすす
．．

を除去する清掃を１年ごとに行ってお

り、過去に煙突及び排気管を交換したことはなかった。また、

本事故当日の出航前、煙突周辺から発煙や火炎の発生はなかっ

た。なお、排気管の断熱材及び本件居住区画の貫通部の接続及

び取付け状態については不明であった。 

③ バッテリーは、機関室両舷に設置されており、主機始動用、

計器及び照明用の直流１２Ｖ電源に使用されていた。船長は、

   
延焼中の本船                 消火活動中の巡視船① 

 

消火作活動中の巡視船② 

図３ 本船の火災の状況（写真：下田海上保安部提供） 
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*1 「絶縁抵抗測定」とは、船舶では、電路、電気機器等と船体、又は導体同士の間の絶縁状態を数値で確認する検

査であり、目視では判断できない絶縁劣化や異状を発見し、漏電や火災のリスクを低減する。 

バッテリーを２、３年ごとに取り替えており、主機用を令和７

年１月に新替えし、計器及び照明用を令和８年１月に新替えす

る予定であった。 

④ 本船を購入後、電気配線等の絶縁抵抗測定*1が行われていな 

かった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 出火場所については、次のことから煙突の貫通部付近であるも

のと考えられる。 

① 船長は、煙突の貫通部付近から黒煙及び炎の発生を認めた。 

   ② 船長は、本事故発生時、操舵室、本件居住区画及び機関室に

は火災が広がっていないことを確認した。  

(2) 本船は、主機等の排気管が機関室から本件居住区画に導かれて

煙突に接続されていたことから、同管の高温部が貫通部の可燃物

に接触し、過熱して出火した可能性があると考えられるが、同管

に施工された断熱材等の状態に関する明確な物的情報が得られ

ず、出火に至った状況を明らかにすることができなかった。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、操業まで待機していた漂泊中、本件

居住区画上部の煙突の貫通部付近から出火して船体に延焼したも

のと考えられる。 

(4) 船長は、定期的に煙突の清掃等の整備を行っていたものの、排

気管も含めて交換したことはなく、同管の断熱材等の状態を把握

していなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が漂泊中、本件居住区画上部の煙突の貫通部付近 

から出火したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、主機等の煙突及び排気管の高温部周囲の  

ＦＲＰ製船体構造物及び可燃物に接触して過熱によって出火しな

いよう、定期的に断熱材の点検を行い、劣化や剝がれがある場合

には修理や交換を行うこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（令和７年３月１日  

０６時００分頃発生） 

 

松崎港西防波堤灯台 

駿河湾 

松崎港 

戸田漁港 
沼津市 

戸田灯台 

松崎町 

静岡県 

駿河湾 

事故発生場所 

× 

× 


